
晩秋の候、小林様におかれましてはますますご健勝のことと存
じます。
さて、先日の二　‾＿＿　　‾二教師塾におきましては、大変お忙
しい中、私どものために時間を割き、3時間に及ぶプログラムを

準備いただき、ありがとうございました。

担当からの報告では、私が本市教育で重視しています傾聴やあ
りがとう運動についても触れていただき、教育活動や日常生活で
どのように生かしていくかを具体例を交えてお話し下さったとの
こと、ご配慮に心より感謝申し上げます。

私は、教育長になりまして、現在の子どもたちが自信を失って
いるのではないかと感じました。確かに、以前に比べて学校現場

は落ち着いています。問題行動も減っています。先生の言うこと

も多く子どもたちが素直に聞いております。ただ、各種の調査を
見ますと、自分に良いところがあると思っていない子どもたちが
3分の1程度見られるのです。そして、その背景を考えると、大

人も自信を失い、不安になっているのではないかと思われます。
こうした大人も子どもも自信を失っている社会において、教師は

まず、傾聴の姿勢で相手を受けとめること、そして、その人の役
割を認める「ありがとう」の言葉を伝えていくことが大切ではな
いかと考えております。

アンケートの集計結果を見ますと、「明日からすぐに活用でき

る」「普段の声掛けを振り返ることができた」「自分で考えさせ
る問いかけの必要性を感じた」といった振り返りが多く、「また
お話を伺いたい」との声もありました。参加した先生方にとって

貴重な研修となったと実感しております。
今後、本市におきましても、先生にお伺いしましたコーチング
の考えを十分に参考にしながら、教育活動の見直しを図ってまい
りたいと思います。今後とも今回のご縁を機に、ご指導いただけ
ればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

末筆ながら、小林様とご家族の皆様のご健康とご多幸を心から
お祈りし、お礼のあいさつとさせていただきます。
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